
＊いつもと違うな？と感じたら、翌日までにご連絡ください。
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午前9～12時 午後4～7時 受付30分前まで 予約制
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ブログ

こんにちは。岡田響です。

暑さ寒さも彼岸まで、おはぎを食べましたか？秋ですね。

コロナが少し落ち着くのかどうか、かと思えば円安はどんどん加速して、
色々値上げが続く状況となっていますよね。動物薬やペットフード、家
畜の飼料や穀物の肥料など、動物業界に関わる多くのものの値上げの
ニュースを目にしています。当院の扱う薬品やペットフードなども、少
しずつ値段が上がっていくと思われます。

そもそもこの20年以上、日本はデフレ社会にあったとも言えるそうで、
そこを変えないといけない今後は、仮にコロナなどが落ち着いても、お
そらくすべてのものの値段が上昇し続けるであろう、という予測もある
そうです。

もしかしたらそんな時代になるかもしれないですが、私たちの業務を適
正に遂行するためには、何かあってからでは健康被害につながる恐れが
あるため、質の担保が優先されます。ですので、当院の方針としては、
値段の安さにはこだわらない、という選択をとります。手短に言えば、
色々値上げすると思います。それは、ペットのその子のために求める安
全性や、技術革新のためのコストなど、材料費が上がる、というよりも、
私たちの求める「どうぶつに優しい医療と生活」に必要なコストになり
ます。先の読めない時代ですが、ペットとその家族が安心して暮らせる
ように、前を見ながら進んでいきたいと思っています。

値上げ等のご案内も順次あるかと思いますが、突然変わるものもあるか
もしれません。どうぞよろしくお願いいたします。

そんなことを書いていたらウインドウズがクラッシュしてしまい、かわ
らばんの発行がすっかり遅れてしまいました。

ウインドウズは新しいものをインストールすると、なんとか回復させて
いくことができそうですが、動物の健康の維持には壊れる前に回復手段
をとらないと手遅れになりますね。寒い時期の用意もぼちぼち始めま
しょうね。それにしてもバックアップは大事ですね。痛感します。。。

Instagram LINE

クリスマスリボン
お正月リボン

今年も予約制で販売します。
デザインのご希望は先着順
になりますのでご希望に添
えない場合があるかもしれ
ません。お早目にどうぞ。ト
リミングしない子でも受付し
ます。1個６６０円です。

その他

年末はトリミングなど色々混
みあいます。フードの日はお

休みがあります。
早めにご予約ください。

絵 片倉さん

色々と興味
深い本でした



かわらばんやメールなど当院からのお知らせが不要な方は
こちらのQRコードスキャン画面よりお知らせください。
（HPトップページの下部からも解除画面に行けます）
ご連絡いただきましたら速やかに停止させていただきます。

新しい機械を導入しました

超音波検査（エコー検査）の機械を新しくしました。
超音波診断装置は、機械そのものの技術の進歩があり、そしてなんといっても麻酔なし
でリアルタイムの体の情報を得ることができ、動物たちへの負担もとても少ないので、
動物病院ではその利用価値が上がり続けています。比較的高価な医療機械となりますが、
第二の聴診器と呼ばれるように、すでに身近な存在となっております。
以前利用していた機械も気に入って使用していたのですが、経年劣化が出始め、そろそ
ろ次の準備が必要かなと思っていましたが、とうとう修繕が必要なレベルになってしま
い、思い切って次の機械に更新することにしました。
いろいろ検討してみたところ、機械の性能を生かすことで仕事率を向上させつつ、機種
によっては脱炭素を意識した設備投資にも繋げられることが判りました。でもやっぱり
そういうのは上位機種なんです。設備投資にはいつも勇気が必要ですが、当院の求める
「動物にやさしい医療」を提供するために、その性能は文句なしの機械を選ぶことで、
診断力の向上と、結果的に脱炭素化につながり、意味のあることに繋がるな、と思い、
最終選考でその機械になりました。
動物病院から排出されるCO2量は、工場などからの排出量と比べれば微々たるものかもし
れません。でも、小さなことの積み重ねが結果を生むことも多いと思います。
出来ることからまず始める、という姿勢で前に進んで行こうと思います。

画面は有機ELモニターで、これだけでも贅沢品
なわけですが、やはりとてもきれいに見えます！
以前の機械よりはよく見えるようになって
診断力もあがるはず。と期待しています。
膀胱炎や下痢嘔吐などをはじめ、心臓検査や
健康診断など、見えない部分の観察などには
早めにお声がけして行くなど、
画像検査は引き続き力を入れていきます。
ご相談ある方はお気軽にお問い合わせください。
（検査は毛刈りが必要なときがあります。）

旭山動物園に行きました

ずっと行きたかった旭山動物園に行ってきました。
お休み頂いてしまいましたが、とても有意義な時間を作ることが
できました。ありがとうございました。
空飛ぶペンギンでも知られ、映画にもなり、雪の積もる中でのペンギン散歩とか、そ
ういうのがガイドブックにもあちこちに載っているので、見せもの的なものとか、華
やかなイメージがありますが、実際にはどうなのか？ （そうではないと知っているの
で）がとてもとても興味がありました。
右上の写真は、この写真を撮ったのにも理由があるんです。
旭山動物園にとってアザラシは（も？）とても重要な存在なんですよ。横浜ではアザ
ラシも珍しいですが、北海道には居るところには居るので、比較的身近な動物なんで
す。同じような存在として、エゾシカも展示されています。北海道では場所によって
はその辺にエゾシカがウロウロしている光景も珍しくありません。交通事故も多くて
社会問題にもなっていそうです。他には熊や白鳥やカモなど、身近な動物を多く展示
しています。上野のパンダや金沢動物園のコアラとか、珍しい動物がいるのではなく、
その辺にもいる動物を、多くの人がわざわざ動物園に見に来ているわけです。そして、
旭山動物園では、アザラシをはじめ、これらの動物から、動物と命についての多くの
メッセージが発信されているのです。それを見ていると楽しいとか、興味を引くとか、
なんとかしたいとか、いろいろ感じました。そういうのが具現化して様々な形となり、
人々を魅了し続けている姿があると、よくわかりました。
ズーラシアのように設備が整った動物園ではなく、むしろ、野毛山動物園と似たよう
な時期に開設されているためか、古くささを残しながらも、来場者数は全国の動物園
のトップクラスを維持し続けています。雨で寒い日に濡れながら回ってきましたが、
そういうのが多く納得できる肌感覚でした。
「人は野生動物なしには精神を病むのだ」先代の小菅園長の言葉があります。
本を読んでいたので、それは知っていて分かったつもりにもなっていましたが、
現場に行ったら、直球でそういうものがたくさん飛んできました。
行けて良かったです。また行きたいな。

ペンギンは
モグモグタイムで シカの問題点にも
残念ながら空は飛んで 目を向けようという
いませんでした。 投げかけ

レンタカーにもシカ注意の案内

今月の表紙絵は、片倉さんが病院のロゴマークから新しいキャラクターをつくってくれました！


